
座長 黒田 暁生 徳島大学糖尿病臨床・研究開発センター

演者 手納 信一 島根県糖尿病療養指導士認定機構 研修委員長

佐藤 悦子 雲南市立病院 検査技術科

劇団・縁（えにし） 島根県ＬＣＤＥチーム

糖尿病劇場®は、ありふれた日常場面を切り出し提示します。
医療者の行動・言動、患者の何気ないつぶやき・しぐさに
注目してみることで新たな発見ができるかもしれません。

日時

～その裏にあるもの～



劇場を通して皆さんと一緒に考えたいこと

私たち医療従事者は、常に糖尿病患者さんの最善の治療を考えて一生懸命に動いています。
しかし、時として、私たちの思いと患者さんの思いがすれ違うことがあります。
なぜ、患者さんは最善の治療を受け入れられないのか？患者さんの心のありようは・・・。

鷲羽総合病院に、脳梗塞で入院となった桃田さん。糖尿病担当医よりインスリン治療の説明を受けるも、

苛立ち、抵抗があるようです。そんな桃田さんをどのように受け止め、関わっていけばいいのでしょうか・・・。

～ 登場人物＆あらすじ ～

桃田 朗 ・・・・ 本田 正宏 （雲南市立病院 薬剤部）

56歳男性。170 cm/67 kg 空腹時血糖 245 mg/dl HbA1c 8.0%

元自動車メーカー開発担当部長。退職後、仲間と飲食を楽しむ生活。

今回、脳梗塞を発症し紹介入院。かかりつけ医で高血圧、脂質異常症を

治療していたが、糖尿病は投薬がない状況で想定外と感じている。

大橋 せと ・・・・ 岡 香代子 （安来市立病院 看護部）

鷲羽総合病院の管理栄養士。糖尿病療養指導士の資格取得、3年経過。

日々の栄養指導を通して糖尿病患者の本音と現実を知り悩むことも多い。

晴美 とまと ・・・・安原 みずほ（松江赤十字病院 栄養課）

鷲羽総合病院の急性期病棟に勤務。多忙な病棟業務の中

テキパキと医師の指示にこたえるベテラン看護師。

鷲羽 山人 ・・・・ 渡部 晃央 （雲南市立病院 薬剤部）

糖尿病専門医。インスリン治療に抵抗を示す桃田さんに困惑している。
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